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刊
行
に
よ
せ
て

北
海
学
園
大
学
法
学
部
は
、
二
〇
一
四
年
に
創
設
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
、
節
目
の
年
に
刊
行
し
て
き
た
記
念
論
文
集
と
し

て
、
十
周
年
記
念
論
文
集
『
法
学
政
治
学
の
課
題
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
七
七
年
）、
二
十
周
年
記
念
論
文
集
『
法
学
・
政
治
学
の
動
向
』

（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
・
一
九
八
六
年
）、
三
十
周
年
記
念
論
文
集
『
転
換
期
の
法
学
・
政
治
学
』（
第
一
法
規
出
版
・
一
九
九
六
年
）、

四
十
周
年
記
念
論
文
集
『
変
容
す
る
世
界
と
法
律
・
政
治
・
文
化
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
二
〇
〇
七
年
）
が
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
二
〇
一
四
年
に
、
創
設
五
十
周
年
を
記
念
し
て
本
論
文
集
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
学
部
は
、
北
海
道
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
を
育
成
す
る
高
等
教
育
機
関
開
設
の
要
請
に
応
え
て
、
一
九
六
四
年
四
月
に
開
設
さ
れ

た
。
創
設
後
の
十
年
間
は
、
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
た
り
、
施
設
を
充
実
さ
せ
た
り
す
る
の
が
大
変
で
あ
っ
た
苦
難
の
時
代
、
創
設
後
の
十

一
年
〜
二
十
年
は
、
地
道
に
研
究
・
教
育
陣
を
充
実
さ
せ
、
学
部
の
基
礎
を
固
め
た
時
代
、
創
設
後
の
二
十
一
年
〜
三
十
年
は
、
大
学
院

法
学
研
究
科
修
士
課
程
・
博
士
課
程
が
開
設
さ
れ
た
り
、
学
部
で
は
指
定
校
推
薦
入
試
制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
の
質
的
向
上
を

図
る
べ
く
研
究
・
教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
た
時
代
、
創
設
後
の
三
十
一
年
〜
四
十
年
は
、
政
治
学
科
が
開
設
さ
れ
て
二
学
科
体
制
が
確
立

し
、
大
学
院
に
お
い
て
も
、
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、
学
部
・
大
学
院
の
組
織
が
更
に
拡
充
さ
れ
て
い
っ

た
時
代
、
創
設
後
の
四
十
一
年
〜
五
十
年
は
、
二
年
次
学
科
選
択
制
が
採
用
さ
れ
た
り
、
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
課
程
お

よ
び
法
科
大
学
院
法
務
研
究
科
法
務
専
攻
専
門
職
学
位
過
程
が
開
設
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
学
部
・
大
学
院
の
一
応
の
完
成
を
目
指
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。
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わ
が
国
全
体
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
こ
十
年
間
で
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
み
、
将
来
予
測
が
困
難
と
な
っ
た
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
社
会
は
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
け
る
人
材
育
成
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
を
大
学
に
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
各
大
学
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
の
か
が
厳

格
に
評
価
さ
れ
る
と
い
う
制
度
の
下
で
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
分
野
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
法
科
大
学
院
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
時
は
七
十
校
以
上
の
法
科
大
学
院
が
存
在
し
た
が
、
受
験
者
数
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
す
で
に
十
校
以
上

が
学
生
の
募
集
を
停
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
法
科
大
学
院
制
度
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
か
、
巷
で
は
法
学

部
離
れ
と
い
う
声
も
囁
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
論
文
集
の
タ
イ
ト
ル
の
選
定
を
委
ね
ら
れ
た
時
、
私
の
中
で
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
言
葉
は
「
挑
戦
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
少
子
化
・

法
学
部
離
れ
と
い
う
い
わ
ば
逆
風
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
も
、
着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
心
意
気
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
た
し
か
に
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
逆
風
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
一
万
五
千
人
以
上
に
も

及
ぶ
本
学
部
の
卒
業
生
が
長
い
期
間
に
渡
っ
て
北
海
道
内
外
で
活
躍
し
、
社
会
か
ら
信
頼
を
獲
得
し
て
き
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
現
ス

タ
ッ
フ
の
我
々
が
そ
の
よ
う
な
先
人
の
功
績
に
胡
坐
を
か
い
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
、
誰
よ
り
も
私
自
身
が
自
覚
す
べ
き
で
あ
る
と

思
い
、
敢
え
て
「
挑
戦
」
と
い
う
言
葉
を
選
定
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
学
部
が
こ
こ
ま
で
に
至
る
に
は
、
歴
代
の
学
部
長
を
は
じ
め

と
す
る
教
職
員
一
同
の
一
方
な
ら
ぬ
尽
力
と
と
も
に
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
御
来
講
頂
い
た
諸
先
生
の
御
高
配
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

る
。
こ
こ
に
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
併
せ
て
、
本
学
園
・
大
学
関
係
者
各
位
の
御
鞭
撻
と
御
支
援
に
も
謝
意
を
呈
し

た
い
。

本
論
文
集
に
は
、
本
学
部
の
現
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
松
田
光
一
名
誉
教
授
、
本
学
法
科
大
学
院
教
員
の
玉
稿
を
収
載
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
諸
先
生
の
ご
協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
特
別
寄
稿
と
し
て
、
杉
原
高
嶺
名
誉
教
授
（
京
都
大
学
・
北
海
道
大
学
）、
杉
田
敦
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教
授
（
法
政
大
学
）
か
ら
の
玉
稿
を
収
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
、
二
〇
一
四
年
度
開
催
の
法
学
部
創
設
五
十
周
年
記

念
特
別
講
演
会
で
お
話
し
頂
い
た
と
き
の
記
録
を
基
に
先
生
方
に
加
筆
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
御
講
演
頂
い
た
だ
け
で
も
望
外
の
喜
び
で

あ
っ
た
が
、
本
論
文
集
に
重
ね
て
ご
寄
稿
を
頂
き
、
我
々
と
し
て
は
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
て
お
り
、
こ
こ
に
先
生
方
の
御
厚
意
に
対
し
、

衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

二
〇
一
五
年
一
月
九
日

法

学

部

長

草

間

秀

樹

（
付
記
）

一

杉
原
高
嶺
名
誉
教
授
、
杉
田
敦
教
授
の
玉
稿
に
つ
い
て
は
、
録
音
テ
ー
プ
か
ら
の
原
稿
起
し
な
ど
の
点
で
、
本
学
大
学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
の
牛
角
由
里
さ
ん
、
本
田
直
樹
さ
ん
が
尽
力
さ
れ
た
。
ご
協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

二

本
論
文
集
は
、
新
山
一
範
教
授
、
鈴
木
美
佐
子
教
授
、
若
月
秀
和
教
授
が
献
身
的
に
そ
の
編
集
作
業
に
あ
た
ら
れ
、
刊
行
に
至
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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